
「大分県豊後高田市で
果樹農家になりませんか」

・大分県のカボスは、全国の97％を占めるブランド品目で、
豊後高田市は県下５番目の産地です。

・近年では、広域出荷体制の整備により有利販売を進めるとともに、
加工用原料の需要も伸びています。

・農繁期は収穫・出荷時期で最も労力がかかります。
・カボス＋その他柑橘（温州みかん、中晩柑）、その他品目の複合経営を行って
いる経営体が多くなっています。

●柑橘栽培の流れ

産地担い手ビジョン
研修生１組２名募集中

（R5.2作成）

※最新の募集状況についてはお問合せください。

●豊後高田市の柑橘経営の特徴

●就農までの流れ
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栽培技術研修

就農地検討→決定 農地・機械等取得
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品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・露地柑橘・60a・10560kg（1760kg）
（カボス40a+中晩柑20a）
・キウイ・50a・7385kg（1477kg）

・家族 2人
・臨時雇用(露地柑橘)数名（8～9月、12～1月）
・臨時雇用(キウイ)数名(5月、10～11月)

・露地柑橘：販売額 236万円 ・所得 101万円
・キウイ：販売額 308万円・所得158万円

就農５年目の経営目標

※経営目標はあくまでも目標であり、保証するものではありません。
※減価償却費は所得に含む

●経営目標

品目・規模・収量（単収/10a）

従事者

販売額・所得

・露地柑橘・60a・17600kg（2933kg）
（カボス40a+中晩柑20a）
・キウイ・50a・10550kg（2110kg）

・家族 2人
・臨時雇用(露地柑橘)数名（8～9月、12～1月）
・臨時雇用(キウイ)数名(5月、10～11月)

・露地柑橘：販売額 451万円 ・所得 154万円
・キウイ：販売額 462万円・所得251万円

就農7年目の経営目標

・単収増加
・雇用増



【氏 名】土井 光司（76歳・就農コーチ）
就農58年目（18歳親元就農→28歳継承・独立）

【経営概要】カボス35a 柑橘1.2ha（みかん、デコポン、はるみ等）
構成員 家族２名
出荷先：JA共販、個人販売

【研修受入実績】M氏（30代・沖縄県からIターン）
研修期間：H29.12～R1.11 就農：R2.1～

【メッセージ】柑橘類栽培で最も忙しいのは収穫時期ですが、

複数の品種を栽培することで、収穫期をずらすように工夫しています。

農業が好きという気持ちと、自身の経営についてよく考える姿勢が大切です。

●モデル経営体の紹介（もしくは目標とするモデル経営体像）

●問い合わせ先

①独立自営就農の意欲が高い方
②積極的・自発的に取り組める方
③地域との交流ができる方

（その他要件）
・就農予定時の年齢が５０歳未満であること
・市内に在住して研修を受け、研修終了後、市内
で就農、定住すること
・研修期間中に最低限必要な生活費があること
・経営開始時に必要な資金や労働力を有している
、または調達できる見込みがあること
※他にも要件がありますので、詳細は個別にご相
談ください。

・研修生１～２組募集（１組２名以内）

●豊後高田市の支援策 ●産地が求める人材

豊後高田市役所 農業振興課
〒879－0692 豊後高田市是永町39番地3
TEL：0978-25-6243 FAX：0978-24-0250
ホームページ：httpｓ://city.bungotakada.oita.jp

〇豊後高田市ｱｸﾞﾘﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ（新規就農ｺｰｽ）※随時募集

研修期間１～２年（研修生1～2組募集（1組2名以内））

【研修期間中の支援】
①新規就農者家賃助成事業：研修期間中の家賃の半額助成（補
助上限25千円/月）
②新規就農者促進事業：研修期間１年目の生活支援助成（定額
25千円/月）
【就農時の支援】
・新規就農者支援事業：独立自営就農する際に必要な資材等の
自立購入費用の一部助成（定額20万円）
・その他、経営計画の作成支援、補助事業等
【移住支援】
・市内の宿泊施設で”お試し”居住をしながら、体験
見極め研修や空き家・市営住宅の見学、移住準備等

【子育て支援】
・子育て世帯の引越し費用助成、出産祝い金、
市営の無料塾等

●私たちがサポートします～技術習得から就農までのサポート体制～

JAおおいたカボス生産部会（部会員49名）、柑橘研究会（部会員28名）

<研修会>

サポートチームによる研修状況確認

【活動】 ・北部振興局や市役所等によるサポートチームで現地確認を毎月実施

【活動】 ・技術向上のための研修会、視察

就農コーチ

部会の中でも高い技術力をもつ
生産者がコーチとなり、コーチのほ場で、
実際に栽培に携わりながら、栽培技術や

調整の方法を学びます。

研修風景

<剪定講習会>


